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｢

文
教
の
ま
ち｣

西
原
の
教
育
の
発
展
を  

 

目
指
し
て　

｜
西
原
町
教
育
の
日
｜

　

学
校･

家
庭･

地
域･

行
政
が

一
体
と
な
り
幼
児
児
童
生
徒
の

学
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
指

し
た
平
成
23
年
度｢

西
原
町
教
育

の
日｣

が
2
月
4
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、｢

豊
か
な

人
間
性
と
確
か
な
学
力
を
形
成

す
る
に
は
地
域
ぐ
る
み
の
活
動

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か｣

を
研

究
主
題
に
し
、各
学
校
や
地
域
で

取
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
前
に
各
小
中
学
校
で
実
施

さ
れ
た
授
業
参
観
に
引
き
続
き

西
原
東
中
学
校
の
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
全
体
会
で
は
、
多
く
の

教
育
関
係
者
や
町
民
な
ど
が
参

加
し
、
実
践
発
表
や
講
演
会
を
聞

き
ま
し
た
。

　

西
原
南
幼
稚
園
は
、
園
児
の
感

性
や
表
現
力
の
向
上
と
想
像
性

を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
、
も

の
づ
く
り
の
取
組
み
な
ど
を
紹

介
。
西
原
東
小
学
校
か
ら
は
児

童
一
人
一
人
の
生
き
る
力
を
育

成
す
る
た
め
、
体
験
学
習
な
ど
の

実
践
を
発
表
し
ま
し
た
。
学
校

と
保
護
者
、
地
域
が
連
携
し
て

子
ど
も
た
ち
の
見
守
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
た
め
に

結
成
さ
れ
た｢

C
A
T
西
原｣

の

取
組
み
を
紹
介
し
た
西
原
中
学

校
P
T
A
は
、
今
年
度
3
回
開

催
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
琉
球
大
学
名
誉

教
授
の
矢
ケ
崎
克
馬
氏
を
講
師
に

招
き
、｢

放
射
能
と
わ
た
し
た
ち

の
く
ら
し｣

と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
福
島
第
一
原
発
の

事
故
の
後
、
沖
縄
に
住
む
住
民
に

も
身
近
な
脅
威
と
な
る
「
内
部
被

爆
」
に
つ
い
て
説
明
。
放
射
性
物

質
が
吸
着
し
た
食
べ
物
な
ど
か
ら

体
内
が
被
爆
す
る
「
内
部
被
爆
」

は
、
沖
縄
で
も
起
こ
り
う
る
と
指

摘
し
、｢

『
食
べ
て
支
援
し
よ
う
』

と
か
『
食
品
選
別
は
風
評
被
害
』

と
い
う
発
想
は
危
険
な
考
え
。
人

の
命
を
守
る
た
め
に
何
が
大
切
か

を
考
え
る
こ
と
が
必
要
。｣

と
説

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、｢

国
民
が
被
爆
し
な
い

た
め
に
は
、
汚
染
ゼ
ロ
の
食
品
を

流
通
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
消

費
者
、
生
産
者
に
対
し
て
徹
底
し

た
保
護
を
行
う
べ
き｣

と
主
張
し

ま
し
た
。

教
育
実
践
賞

　

萩
尾　

多
美
子
（
坂
田
小
学
校
）

　

伊
禮　
　
　

郁
（
坂
田
小
学
校
）

　

上
地　
　
　

明
（
坂
田
小
学
校
）

　

故
添
盛　

初
子
（
西
原
幼
稚
園
）

　

平
安　

美
樹
子
（
西
原
幼
稚
園
）

　

国
仲　
　

恵
子
（
西
原
小
学
校
）

　

当
山　
　

祐
治
（
西
原
小
学
校
）

　

比
嘉　
　

育
子
（
西
原
東
小
学
校
）

　

田
場　
　

政
勝
（
西
原
南
小
学
校
）

　

島
袋　
　

鶴
美
（
西
原
南
小
学
校
）

　

宮
城　
　
　

周
（
西
原
東
中
学
校
）

善
行
青
少
年
（
個
人
） 

　

豊
里　
　

洋
人
（
坂
田
小
学
校
）

　

比
嘉　
　

み
る
（
坂
田
小
学
校
）

　

田
渕　
　

雅
理
（
坂
田
小
学
校
）

　

向
井　
　

勇
貴
（
坂
田
小
学
校
）

　

石
川　

さ
わ
の
（
坂
田
小
学
校
）

　

宮
平　
　

琉
星
（
西
原
小
学
校
）

　

吉
田　
　

晴
紀
（
西
原
小
学
校
）

　

宮
平　
　

尚
典
（
西
原
小
学
校
）

　

嘉
数　
　
　

力
（
西
原
小
学
校
）

　

武
田　
　

優
佳
（
西
原
小
学
校
）

　

伊
地
知　

凱
斗 （
西
原
東
小
学
校
）

　

仲
宗
根　

永
豊 （
西
原
東
小
学
校
）

　

小
波
津　
　

葵 （
西
原
南
小
学
校
）

　

花
城　
　

琴
乃 （
西
原
南
小
学
校
）

　

比
嘉　

百
合
香 （
西
原
南
小
学
校
）

　

上
間　
　

美
愛 （
西
原
南
小
学
校
）

　

喜
屋
武　

秀
磨 （
西
原
南
小
学
校
）

　

小
波
津　

星
乃
（
西
原
中
学
校
）

　

新
川　

帆
南
美
（
西
原
東
中
学
校
）

善
行
青
少
年
（
団
体
）

　
ゆ
い
栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
西
原
東
中
学
校
）

青
少
年
育
成
功
労
者

（
個
人
の
部
）

　

小
波
津
ミ
エ
子
（
町
更
生
保
護
女
性
会
）

青
少
年
育
成
功
労
者

（
団
体
の
部
）

　

与
那
城
汗
っ
か
き
会

　

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル 

パ
ス
テ
ル

　

小
那
覇
青
年
会

　

う
な
ふ
ぁ
わ
ら
び 

あ
し
び
な
ー
塾

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ　

Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

ス
ポ
ー
ツ
活
動
優
良
者

（
個
人
の
小
学
校
の
部
）

坂
田
小
学
校

　

比
嘉　
　

花
梨　
（
空
手
）

　

佐
久
田　
　

陸　
（
空
手
）

　

城
間　
　

亮
太
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

　

島
袋　
　
　

凛
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

比
嘉　
　

理
美
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
） 

　

河
村　
　

優
月
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

平
良　
　

咲
奈
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

仲
宗
根　
　

佑
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

石
橋　
　

咲
希
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

西
原
小
学
校

　

新
川　
　

雄
也
（
柔
道
）

　

喜
久
山　

彩
恵
（
な
ぎ
な
た
）

　

瀬
長　
　

桃
子
（
な
ぎ
な
た
）

　

宮
城　

奈
々
音
（
な
ぎ
な
た
）

　

友
利　
　

璃
南
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

與
那
嶺　

晃
大
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

（
個
人
の
中
学
校
の
部
）

西
原
中
学
校

　

桃
原　
　
　

斎
（
陸
上
）

　

西
蔵
盛　

忠
臣
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

西
原
東
中
学
校

　

宮
城　

し
お
り
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

金
城　
　

秋
音
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

川
平　
　

菜
緒
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

西
原
高
校

　

川
上　

麻
莉
亜
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

（
団
体
の
部
）

　

坂
田
キ
ッ
ズ　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　

西
原
ク
ラ
ブ
（
男
子
）

　

西
原
東
ク
ラ
ブ
（
男
子
）

　

西
原
東
ク
ラ
ブ
（
女
子
）

　

西
原
東
中
学
校　

な
ぎ
な
た
部

　

西
原
高
校　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

西
原
高
校　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

西
原
高
校　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

文
化
活
動
優
良
者

（
個
人
の
部
）

　

我
那
覇　

有
紀　
（
西
原
中
学
校
）

　

パ
ー
キ
ン
ス
理
央
（
西
原
東
中
学
校
）

（
団
体
の
部
）

　

西
原
小
学
校　

音
楽
部

　

西
原
高
校　
　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

　

た
く
さ
ん
の
個
人
団
体
の
み
な
さ
ん
が

県
内
県
外
で
活
躍
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
方
々
へ
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

講演した矢ケ崎克馬氏

◆
西
原
町
教
育
の
日　

表
彰
者
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

地震･津波への
備えを！

地震･津波への
備えを！ 西原町で、大規模な総合防災訓練を実施西原町で、大規模な総合防災訓練を実施西原町で、大規模な総合防災訓練を実施

　大きな地震と津波の発生を想定した ｢西原町総合防災訓練｣ が 2 月 15 日に実施され、保育園児・中学生
や地域住民などが参加し、避難訓練をはじめとした各種訓練を実施しました。この訓練は、地域、行政、関
係団体などが連携して実践的な訓練を行い、迅速、的確な応急活動を実施するとともに、防災に関する意識
向上を図ることを目的に行われました。
　訓練は午前 9 時に強い揺れの地震が発生して大津波警報が発令された想定で、町災害対策本部が避難勧告
を出しました。避難対象となった平園自治会の 3 班にあたる地域の住民、西原東中学校の生徒、愛和保育園
とさわふじ保育園の園児などがいっせいに避難を開始。避難所に指定されたサンエー西原シティでは、普段
は車が降りてくる屋外スロープを避難者が駆け足で次々と上がりました。参加者は 20 分ほどで屋上への避難
を完了。参加団体ごとに避難の報告を行った後、物資調達訓練として参加者にパンと水が配給されました。
　今回の避難訓練には 854 名が参加。保育園では保育士が乳幼児をワゴンに乗せ、スロープを上がる際には、
居合わせた中学生が一緒にワゴンを押す姿が見られ、地域や学校が協力して安全に避難していました。この
ような地域の住民や学校が一斉に参加し、本町と関係団体が連携して津波を想定した大規模な防災訓練を実
施するのは、西原町では初めての試みです。
　避難終了後は、東部消防組合の消防士による講習会や、町女性団体連絡協議会による被災時に女性が注意
すべきことについての講話が行われ、防災に関する知識を深めました。また、けが人を搬送する訓練として
ドクターヘリの出動が要請され、けが人を救急車からドクターヘリに引き渡すデモンストレーションが披露
されました。ヘリコプターが会場に到着すると、その迫力に園児や住民が釘付けになって訓練を見つめてい
ました。
　なお本町では、平成 24 年度に「西原町地域防災計画」を定める予定ですが、今回の防災訓練の内容を参考
に策定を進めることにしています。

　3 月 11 日 ( 日 ) に、｢西原町防災フォーラム｣ が開催されます。今回の防災訓練の内容や反省事項など
を取りまとめ、今後の防災の取組みに生かすために、フォーラムで訓練の総括を報告することにしてい
ます。本町のこれからの防災を考える機会になりますので、多くのみなさんのご参加をよろしくお願い
します。（フォーラムの詳細は 15 ページ）

防災訓練スナップ　2012.2.15

平園自治会･保育園･中学校から多くの方が参加、素早い行動で迅速な避難をすることができました。

物資配給訓練。参加者にパン
と水が配給されました。

AEDと心肺蘇生法の講習が行わ
れました。

けが人の搬送訓練のデモンスト
レーション。ドクターヘリが会
場に駆けつけ、けが人を搬送し
ました。

女性のための展示コーナーで、
西原東中の生徒が避難時の知識
を学びました。
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                                、平成24年度の
国民健康保険証の切り替えがはじまります。
                                、平成24年度の
国民健康保険証の切り替えがはじまります。
３月１２日（月）より３月１２日（月）より
　8 期の納付期限（2 月 29 日）までに国民健康保険税を全て支払った世帯には、新しい保険証
をご自宅に郵送します（手続きは不要です）。新しい保険証は３月中に届く予定です。ただし、
マル遠（施設入所者）・マル学 ( 町外の学生 ) の保険証は、窓口でのお受け取りとなります。

≪70歳～ 74 歳の方へ≫（平成 24年 4月から）
　70 歳から 74 歳の方の病院での窓口負担割合は、凍結措置終了により平成 24 年 4 月に 1 割から２割（現役並み
所得者は３割のまま）に変更することになっていましたが、措置が 1 年間延長されたため、平成２４年４月から
も引き続き 1割負担（現役並み所得者は３割負担）になります。
　また、これに合わせて全ての方の高齢受給者証の有効期限を平成 25 年 3 月 31 日（この間に 75 歳を迎える方は
誕生日の前日まで）に変更することになりました。（ただし、前年中の所得によっては８月から負担割合が変更に
なる場合があります）
※新しい高齢受給者証は３月中に郵送します。現在お手持ちの受給者証は、新しいものが届いたら各自で破棄し
てください。
　　☆退職後に国民健康保険へ加入予定の方☆　
　　　退職後に国民健康保険へ加入をする方は、下記のものを持参して窓口で手続きしてください。

＊なお、勤めていた会社の健康保険等に引き続き加入できる方（任意継続被保険者）もいますので、詳しくは福
　祉部健康推進課か勤めていた会社へお問い合わせください。
＊国民健康保険へ加入する方は、退職した日の翌日から１４日以内に手続きをしてください。手続きが遅れた場合、
　その間の病院受診支払いが全額自己負担になることがあります。

　お問い合わせ　福祉部健康推進課　国民健康保険係☎９４５－４７９１（１５３～１５５）

～外来でも限度額認定証が使えるようになります～
　国民健康保険ではこれまで、入院した場合の医療費については「限度額適用認定証」等を提示することで医療
機関での支払いを自己負担限度額までにとどめることができましたが、４月１日以降、医療機関等で外来の診療
を受けた場合でも認定証等を提示することで自己負担限度額までにとどめることができます。限度額等詳細な点
は、福祉部健康推進課までお問い合わせください。
　　※７０歳から７４歳の被保険者は、非課税の方のみ対象となります。
○７５歳からの後期高齢者医療保険加入者も同様に、外来でも「限度額認定証」が使えるようになります。
　　※ただし、世帯全員が非課税の場合のみ対象となります。

お問い合わせ　福祉部健康推進課　後期高齢者医療保険係☎９４５－４７９１（１５２）

★切り替え場所：福祉部健康推進課
★期　　　　間：3月 12 日（月）～ 3月 30 日（金）（土・日・祝日を除く）
★受  付  時  間：午前９時～午後 4時（昼休みを除く）
★持参するもの： ①現在お持ちの国民健康保険証
　　　　　　　   ②本人確認ができるもの（免許証、パスポート等）
　　　　　　　   ③切り替えのお知らせのハガキ
                        ④マル遠、マル学の場合は在園証明書・在学証明書
                        ⑤国保税を支払って２週間以内であればその領収証
　　（⑤の領収書は銀行窓口等から役場に支払いの情報が届くのに時間がかかるため、支払い確認をするために必要です。）
別世帯の方が代理で手続きする場合、上記①～⑤のほか、代理人の身分確認ができるものをお持ちください。
※平成 22 年 7 月 1 日より制度が改正され、滞納世帯に対して「高校生世代以下の子ども」についてのみ 6ヶ月以上の「短
　期被保険者証」を交付することになりました。3月 31 日期限の保険証をお持ちの方は切替時に更新を行っています。平
　成 24 年度の所得申告してない方は、総務部税務課で申告をしてから切り替えをしてください。

　今年退職するみなさん、長年のお勤めお疲れさまでした。退職を迎えほっ
とされているかもしれませんが・・・ここで要注意です！町県民税（＝住民税）
は、地方税法により「前年の所得に課税する」と定められてますので、退
職した年も勤めていた時と同じくらい課税されます。例えば、平成 24 年 3
月に退職した方は、平成 23 年 1 月から 12 月までの期間、給与の収入があ
りますので、平成 24年度も住民税がかかります。
　さらに、会社に勤めているときには 12 分割で給与天引き（6 月から翌年
5 月にかけて天引き）されていましたが、ご自分で納付する方法に変わるた
め、地方税法の定めにより 4分割で納付（6月・8月・10月・翌年 1月に納付）
いただくこととなり、1回あたりに納める金額が高くなります。
　こういったことは定年退職者に限らず、年度途中の退職者や短期
契約で働いていた方々にも同じことがいえます。退職後も住民税が
かかることをお忘れなく、納税への備えをよろしくお願いします。

町県民税申告は３月１5日（木）
までです
場所：　西原町役場　第五庁舎会議室　            
日時：　３月１5日まで（土日を除く）　
　※３月４日（日）は、受付を行っています。　　　
時間：　（午前）９：００～１１：３０
　　　　（午後）１３：３０～１６：００

　申告手続はお忘れなく♪

○申告と納税はお早めに
　　平成 23 年分の所得税と贈与税の申告と納税は 3 月 15 日（木）、個人事業者の消費税は消費税及び地方
　消費税の申告と納税は 4月 2日（月）までです。

○納税は便利な振替納税（届け出た金融口座から引落し）で
　　申告書提出後に納付書や納税通知書によるお知らせはありません。便利な振替納税（口座引き落とし）　
　をご利用ください。　（※贈与税の振替納税はご利用できませんので、ご注意ください）
　所得税の振替日　4月 20日（金）　　　消費税の振替日　4月 25日（水）

○ダイレクト納付（ｅ-Ｔａｘ利用者が指定日に金融口座から引落し）の活用を
　　ｅ-Ｔａｘ（電子申告）により申告書を送信する際に、納税日を指定して金融口座から引落しができます。
　手続き（「ダイレクト納付利用届出書」を書面で税務署へ提出）に 1ヶ月程度かかるので、早めの対応をお
　願いします。特に、毎月源泉所得税を納めている方はダイレクト納付が便利です。

　申告書の早期提出と期限内納付をお願いします。

お問い合わせ　北那覇税務署　☎877-1324（自動音声番号２）　国税庁ホームページ (www.nta.go.jp)

北那覇税務署からのお知らせ北那覇税務署からのお知らせ北那覇税務署からのお知らせ北那覇税務署からのお知らせ
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西原町指定給水装置工事事業者

福祉部介護支援課　☎945-5013（内線：191） 3 月 保 健 事 業 日 程
月日 曜日 事　　業　　名 対　　　象　　　者 実　施　場　所 使　用　室 受付時間

3/1 木 2 歳児歯科健診 H21.9.3 生まれ〜 H21.11.30 生まれ 中央公民館 ホール・控室 13:30 〜 15:00

3/8 木 3 歳児健診 H20.10.18 生まれ〜 H20.11.15 生まれ 中央公民館 ホール・控室・和室・幼児室 13:30 〜 14:15

3/11 日 あがりティーダウォーキング 関心のある方 あがりティーダ公園   8:00 〜

3/15 木 1 歳半健診 H22.7.8 生まれ〜 H22.8.7 生まれ 中央公民館 ホール・控室 13:30 〜 14:15

3/25 日 乳児健診（午前） H23.4.22 生まれ〜 H23.6.21 生まれ 社会福祉センター 全館   9:00 〜 10:30

3/25 日 乳児健診（午後） H23.10.27 生まれ〜 H23.12.26 生まれ 社会福祉センター 全館 13:00 〜 14:30

3/26 月 BCG 3 ヶ月〜 6 ヶ月未満 沖縄県総合保健協会 15:30 〜 16:00

　平成 18 年に、高齢者に対する虐待を防止するために「高齢者虐待防止法」が施行
されました。しかし虐待の件数は年々増加し、沖縄県では平成 22 年度は 179 件報
告されており、本町でも年々増加しています。虐待の原因について影響があったと
思われることとして、主に次のようなことがあります。
　① 高齢者本人と虐待している人のこれまでの人間関係
　② 介護疲れ
　③ 高齢者本人の認知症による言動の混乱
　④ 経済的に困っている
　　また、虐待の内容として下記のような割合となっています。

虐待の内容（沖縄県の H22 データ）
虐待の種類（複数回答） 件　数 割　合

身体的虐待 112 件 62.9％

放棄・放任 33 件 18.5％

心理的虐待 89 件 50.0％

性的虐待 6 件 3.4％

経済的虐待 41 件 23.0％

その他 1 件 0.6％

合　　　計 282 件

　高齢者の虐待は、介護給付等サービスを利用して介護をしている方の負担を軽く
したり、認知症の高齢者の対応について相談する等、独りで悩みを抱え込まないこ
とが大事です。また、地域の方々も近所の方々の困っている様子や気になる状況を
発見したら、ぜひご相談ください。　　　　　　　　　　　　　

お問い合わせ・相談先：福祉部介護支援課☎ 945-5013
　　　　　　　　　　　　　　　　　  西原町地域包括支援センター☎ 882-0117

みんなで考えよう！高齢者虐待予防対策
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MAP

★兄弟姉妹で利用するときは、２人目以
　降が半額加算になります。
★利用料金は、おねがい会員がサポート
　会員へ直接お支払いください。交通費、
　オムツ、おやつ、食事などの実費は別途
　お支払いください。
★サポート活動保険は入会と同時に加入 
   となります。（保険料はセンターが負担 
   します。）

あなたの子育て
応援します

あなたの子育て
応援します

　育児の手助けをしてほしい方（おねがい会員）と、育児の手助けをしたい方（サポート会員）、地域の人同士
が会員となって行う有償ボランティアのしくみです。子どもの一時預かりや保育施設への送迎、保護者の病気
や急な預かりなど、地域で子育て支援を行っています。
　原則として、お子さんの預かり先はサポート会員の自宅となりますが、おねがい会員の希望する場所で預かる
こともできます。

※詳しくは、下記までお問い合わせください。

保健師
だより 胎児期に、将来の病気の原因
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BMI ＝身長からみた体重の割合を示す体格指数・・・体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

18.5 以下→「やせ」　　　　　 　：　望ましい体重増加は 9 ～ 12kg

18.5 以上 25.0 未満→「ふつう」　：　望ましい体重増加は 7 ～ 12kg

25.0 以上→「肥満」 　　　　　   ：　主治医と相談しましょう

お問い合わせ：福祉部福祉課母子保健係☎ 945-5311

　平成23年10月より子ども手当の制度が新しくなりました。９月分（10月振込済）まで子ども手当を受け取っ
ていた方も、全ての方に子ども手当の申請が必要です。申請期限の平成 24 年 3 月 30 日（31 日は土曜日のため、
役場はお休み）までに申請した方は、10 月分からの手当をさかのぼって受給できます。
　※期限までに申請を行わない場合、手当を受け取ることができなくなります。早めに窓口まで申請をお願
　　いします。 
　2 月 10 日に子ども手当の振込があった方は、上記の申請がされています。    

【ご注意】         
　次の方は、申請した月の翌月分からの支給になります。   
　・10 月以降に他の市町村から転入した方         
　・10 月以降にお子さんが生まれた方
　・転入や転出の場合は、5 日以内に申請をお願いします。
　※ 3 月までに申請しても、さかのぼって受け取ることができません。      
　※申請が遅れると、遅れた分の手当を受け取ることができなくなる場合があります。
　　【お問い合わせ】福祉部福祉課子育て支援係☎ 945-5311

【3月30日まで】子ども手当の申請はお済みですか？
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功績を祝福！町功労者表彰式典及び祝賀会を開催町功労者表彰式典及び祝賀会を開催町功労者表彰式典及び祝賀会を開催
　本町の各種事業の振興・発展に顕著な功績を残した方を表彰する「平成23年度西原町功労者表彰式典」が1月27日、町中央
公民館で開催され、約200名の町民や関係者が出席し、表彰者を祝福しました。表彰式典後には引き続き祝賀会が行われ、町
功労者とあわせて叙勲受章者を招き、盛大な祝賀会となりました。今年度の町功労者、叙勲受章者は次のとおりです。（敬称略）

｢旅はリハビリ｣観光スポット
をめぐって写真集を出版

　町身体障害者協会の会長を務める大城清さんが、自身
のリハビリを兼ねて県内 41 市町村をめぐった軌跡を写真
集にまとめ、｢リハビリ巡礼の旅｣ を出版しました。大城
さんは 10 年前に患った脳卒中の影響で左半身に障がいが
あり、旅を通じて ｢楽しいリハビリ｣ に取り組んできま
した。本では、旅先で撮影した約 230 ヶ所の写真に、大
城さんが情報や感想を書き記しています。完成した写真
集を手に、大城さんは ｢大東島へ行ったとき、上陸する
ために救命胴衣を付けて、船から小船に飛び降りキャッ
チしてもらった。旅で多くのことを経験でき、よかった。｣
と思い出を語りました。
　｢リハビリ巡礼の旅｣ は、町立図書館にも置かれており
閲覧することができます。本書のお問合せは、大城清さ
ん（☎ 070-5816-9349）まで。

西原産の伝統的島野菜をPR
―おきなわ花と食のフェスティバル2012―

　沖縄の伝統的島野菜の生産や加工品づくりに取り組
んでいる西原町耕作放棄地解消対策協議会（城間正一
会長）が、2 月 4 日と 5 日の 2 日間、奥武山総合運動
公園で開催された ｢おきなわ花と食のフェスティバル
2012｣ に参加し、活動をアピールしました。
　同協議会が出店したブースでは、栽培したシマナー
が練りこまれたそばやサーターアンダギー、ニガナの
ジュースやてんぷらが並べられました。青々としたニ
ガナジュースを試飲した来場者は ｢思ったよりずっと
飲みやすくて、おいしい｣ と驚きの表情を浮かべてい
ました。

地域を散策、歴史に触れる
ー棚原邑廻いー

　地域を散策しながら土地の歴史や風土を学ぶ ｢棚原邑
廻い（むらみぐい）｣（ニシバル歴史の会 ･ 町教育委員会
主催）が 1 月 21 日、棚原地区で開催されました。イベ
ントには棚原に住む住人など約 120 名が参加、ガイド
の解説を聞きながら地域を散策しました。
　主催したニシバル歴史の会では、県対米請求権事業協
会の助成を活用してパンフレットを作成。棚原地区には
昔の生活がうかがえるウヮーフルや石畳道、ミルク神が
祭られるノロ殿内などの歴史的な名残が多く残ってお
り、それらをパンフレットで紹介しながら、参加者に地
域の歴史を説明しました。
　会長の盛島薫純さんは ｢棚原で開催した実績を生かし

て、他の地域で
も邑廻いを行っ
て、イベントを
広げていきたい｣
とこれからの展
望を語りました。

車椅子も乗れる！
　　　リフト付車輌を購入

　高齢者福祉事業の一環として実施している ｢生きがい
活動支援通所事業｣ の送迎車が老朽化したことにともな
い、町が ｢石油貯蓄施設立地対策等補助金｣ で車輌を購
入しました。
　同事業は、介護保険の対象外の方に週に 1 度のデイサー
ビスを提供し、引きこもり防止や社会参加の促進を図るも
ので、通所介護事業所の守礼の里が受託して実施してい
るものです。2 月 1 日にお披露目された車輌は、車椅子に

座りながら乗車で
きるスペースが 2
台分備えられてお
り、デイサービス
利用者の送迎に活
用されます。

―町功労者表彰―
【特別表彰】
小波津　政文（こはつせいぶん）西原町字小波津212 番地
　昭和62 年10 月1 日から平成23 年９月30 日まで８期24 年間、農業委員
として尽力した。

【有功者表彰】
澤岻　正孝（たくしせいこう）西原町字幸地21 番地
　平成11 年10 月1 日から平成23 年９月30 日まで4 期12 年間、農業委員
として尽力した。

新川　喜則（あらかわよしのり）　西原町字小那覇168 番地
　平成11 年10 月1 日から平成23 年９月30 日まで4 期12 年間、農業委員
として尽力した。

【功労者表彰】
糸数　善昭（いとかずよしあき）　西原町字棚原197 番地の1
　町文化協会設立と同時に古典音楽部会員として入会し、部員の融和・研修
等活動の活性化に尽力。また町文化協会副会長を６年間務め、西原町文化協
会の統括指導に尽力した。

【善行者（団体）表彰】
　西原町の人材育成のために役立てて欲しいと、町に対し多額の寄付を行った。

・金秀グループ（かねひでグループ）　会長 呉屋守將( ごやもりまさ）　
　那覇市旭町112 番地の1

・新中糖産業株式会社（しんちゅうとうさんぎょうかぶしきがいしゃ）
　代表取締役社長 福里重盛( ふくざとしげもり)　西原町字嘉手苅117 番地の2

―叙勲受章者―
「春の叙勲」
安里　昌男（あさとまさお）西原町字与那城317 番地の1
　（瑞宝小綬章） 教育功労
　県内各高校で教職等に従事する。県立開邦高等学校校長で定年退職した
後、ＮＰＯ法人「西原町人つくり支援の会」の理事、沖縄キリスト教学院大
学、同短期大学常任理事などを歴任。現在は町社会福祉協議会評議員、町立
図書館協議会委員などで活躍している。

野里　耕正（のさとこうせい）西原町字徳佐田165 番地の4
　（瑞宝双光章）　沖縄開発行政事務功労
　昭和40 年に琉球政府に入庁。昭和47 年に沖縄開発庁沖縄総合事務局に
身分が移行され、国道の整備事業等に従事し、沖縄総合事務局北部国道事務

所長で定年退職。退職後は、沖縄県建設業協会の理事を歴任している。

嘉彌真　國男（かやまくにお）　西原町字翁長920 番地の5
　（瑞宝単光章）　矯正業務功労
　昭和42 年から平成13 年3 月まで沖縄少年院に勤務。非行を犯した少年
の更生に関して、日本矯正発表会で発表した。定年後は植物観察を趣味に
地域で活躍している。

亀山　朝孝（かめやまあさたか）西原町字徳佐田172 番地の4　　
　（瑞宝双光章）　海上保安功労
　昭和47 年に第十一管区海上保安本部に入庁。34 年間海上保安業務に従
事した。危険を伴う海上では人命救助を最優先に職務を全うし、定年後は
障害者福祉施設で障害者の支援員として貢献している。

金城　良勝（きんじょうよしかつ）西原町字小波津803 番地の63　
　（瑞宝双光章）警察功労
　昭和32 年3 月に琉球警察巡査を拝命。平成9 年3 月に勧奨退職する約
40 年間にわたって職務に精励し、公共の安全と治安の維持に貢献した。

「秋の叙勲」
翁長　正昌（おながせいしょう）西原町字幸地１３８番地　
　（瑞宝双光章）　地方自治功労
　昭和25 年に西原村役所の書記として採用。長年行政職に携わった。昭和
48 年西原村収入役に就任以来、4 期16 年にわたって業務を遂行。西原町
全体の発展及び広域行政などに貢献した。

新垣　佳宏（あらかきよしひろ）　西原町字与那城265 番地の2　
　（瑞宝双光章）警察功労
　昭和32 年琉球警察巡査を拝命。平成2 年に石川警察署長に赴任し、その
後要職を経て、平成6 年に沖縄県警視正に昇格。37 年間の治安維持の警察
業務に精励した。（県警察本部長賞７回、警察庁長官賞２回受賞）

西原町坂田地域通り会（にしはらちょうさかたちいきとおりかい）
　会長　奥間　道雄
　平成9 年から地域活性化事業の一環として県道38 号線の歩道の植栽の
ごみ拾い、雑草取り、花木の植え付け、手入れ作業に取り組み、長期にわた
る美化活動が高く評価された。

比嘉　キヨ（ひがきよ）西原町字棚原288 番地
　昭和58 年より27 年間、「お元気ですか事業（老人福祉事業･ 食事サー
ビス事業）」の調理ボランティアや地域の一人暮らしの高齢者宅などに「一
声運動」を展開。また、地域の高齢者の孤立防止に努めるなど地域友愛訪問
活動者として活動してきた。

本の完成を上間明町長に報告する大城清さん（右から 2番目）
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「選挙に行こう！」
ポスターを描いて表彰

　平成23 年度明るい選挙啓発ポスターコンクール( 県選
挙管理委員会･ 県明るい選挙推進協会主催) で玉那覇優
風さんと鉢嶺侑さん( ともに西原東小5 年) が小学生の
部で、上里菜月さん( 西原東中2 年) が中学生の部で佳作
を受賞しました。受賞を受け、新里勝弘町選挙管理委員会
委員長が各学校を訪れ、賞状や副賞を手渡しました。

坂田ビクトリーズ、
チームワークで優勝！

　1 月29 日から開催された「第21 回横浜ＤｅＮＡベイ
スターズ旗争奪少年野球大会」で、坂田ビクトリーズ（大
宜見貞彦監督）が優勝、喜びを上間明町長に報告しました。
　同大会には宜野湾市や、北中城村、中城村、西原町、嘉手
納町から32 チームが参加、6 年生の選手にとっては最後
となる大会で嬉しい結果を残しました。

第１回

第２回

第３回

第４回

４月１５日（日）

４月２２日（日）

５月２０日（日）

６月１７日（日）

町民体育館（玄関前ピロティー内）

町中央公民館駐車場

町民体育館（玄関前ピロティー内）

町中央公民館駐車場

9時～ 12時 /13 時～ 16時
（12時～ 13時は昼休みのため
受け付けません。）

法務局で「登記されていないことの証明書」を請求される方へ
　那覇地方法務局では、各種業務の登録や就職の際に必要とすることがあるため、「登記されていないことの証
明書」を取得する方が増えています。この証明書を請求できる者は、プライバシー保護のため本人、その配偶者、
四親等内の親族に限定され、本人以外からの請求の場合は以下の書類等が必要になりますのでご案内します。
○請求先：那覇地方法務局戸籍課窓口
　　※支局・出張所では取り扱っていません。
　　※郵送での取扱いは、東京法務局後見登録課のみです。
○必要書類

請求できる人
（窓口に来る方）

法務局に持参するもの
本人確認ができる書類
（免許証・保険証）等 認印 本人からの

委任状 親族である証明書類

本人 本人のもの 不要 不要

本人の代理人 代理人のもの 必要 不要
配偶者・親族
（四親等内）

配偶者又は親族
（請求者）のもの

配偶者
・親族 不要 戸籍謄本

（発行後 3か月以内）
　注：手数料１通３００円
　詳細・不明な点は、那覇地方法務局戸籍課（那覇市樋川１－１５－１５☎８５４－７９５３）
　にお問い合わせください。

家族家族の絆を描く。の絆を描く。
小波津有希くんの墨絵の世界が

ドキュメンタリー化！小波津有希くんの墨絵の世界が

ドキュメンタリー化！

　

先
天
性
ダ
ウ
ン
症
の
障
が
い
を
抱
え

な
が
ら
、墨
絵
で
独
特
の
世
界
観
を
表

現
す
る
小
波
津
有
希
く
ん(

字
小
波
津

在)

の
こ
れ
ま
で
の
成
長
の
軌
跡
と
創

作
活
動
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
化
し
た

｢

天
使
の
羽
見
つ
け
た
よ(
仮
題)｣

の

制
作
が
決
定
し
、撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

生
ま
れ
な
が
ら
に
障
が
い
が
あ
っ
た

有
希
く
ん
は
、6
歳
の
と
き
か
ら
姉
と

通
っ
て
い
た
書
道
教
室
で
才
能
が
開
花

し
、墨
絵
を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
作
品
の
魅
力
に
注
目
が
集
ま
り
、

15
歳
に
な
っ
た
現
在
で
は
各
地
で
個
展

を
開
催
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

撮
影
時
は
有
希
く
ん
の
人
見
知
り

の
性
格
や｢

書
い
て
と
頼
ん
で
書
く

わ
け
で
は
な
い
。自
分
の
ペ
ー
ス
で
書

き
始
め
て
、書
き
始
め
た
ら
止
ま
ら
な

く
な
っ
て
何
も
耳
に
入
ら
な
い
。｣

た

め
、苦
労
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、｢

最
後
の
ほ
う
は
撮
影
ス
タ
ッ
フ

と
も
打
ち
解
け
て
い
た｣

と
の
こ
と
。ま

た
、４
人
の
兄
弟
を
含
む
家
族
が
全
員

出
演
し
、本
音
で
語
り
合
え
る
機
会
に

な
り
、家
族
の
絆
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。｣

と
母
の
千
恵
美
さ
ん

は
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

作
品
の
完
成
を
前
に
、千
恵
美
さ
ん

は｢

学
校
な
ど
で
上
映
し
て
、子
ど
も

た
ち
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
教
育
委

員
会
へ
の
働
き
か
け
も
し
た
い
。｣

と
話

し
、作
品
を
通
じ
て
障
が
い
を
持
つ
人

や
家
族
に
勇
気
を
与
え
、障
が
い
者
に

対
す
る
理
解
を
広
め
て
い
き
た
い
と
こ

れ
か
ら
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

作
品
は
当
初
、テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
番
組
な
ど
で
の
放
映
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
が
、関
係
者
の
働
き
か

け
で
映
画
化
が
決
定
。作
品
の
時
間
も

当
初
の
45
分
か
ら
90
分
に
拡
大
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
映
画
に
関
連

し
て
、有
希
く
ん
の
活
動
を
ま
と
め
た

冊
子
を
作
成
。そ
の
収
益
を
映
画
制
作

に
あ
て
る
た
め
、販
売
し
て
い
る
そ
う

で
す
。有
希
く
ん
の
活
動
を
広
く
見
て

も
ら
い
、障
が
い
者
に
優
し
い
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、み
な
さ
ん
の
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

撮影のため、兄弟で「おきなわワールド」を訪れる小波津有希くん（右から 2番目）

冊子 ｢おきなわ～天使の羽根見つけたよ
　　　　　　  ～ドキュメンタリー｣

1 部 1,000 円

購入のお問い合わせは、

小波津千恵美さん
（☎ 080-3971-3724）

まで。
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【申請は3月までです】東日本大震災被災者見舞金について
　（まだ申請をされていない方へ）

　東日本大震災により被害を受け、本町に避難をされている被災者に対し、必要な援護を行うため災害見
舞金（５０，０００円）を支給します。
　(1)　東日本大震災により被害を受け、罹災証明書または被災証明書を有する方で、本町に１ケ月以上居
　　住した方。
　(2)　罹災証明書または被災証明書を有していない方でも、災害救助法の適用を受けた地域に住所を有し
　　ていた方で、本町に１ケ月以上居住した方。
　持参するもの
　①　罹災証明書または被災証明書
　②　運転免許証等の身分証明書
　③　住所登録をされていない方は、居住開始日が分かるものをご持参ください。（1 ケ月以上西原町に居住
　　　しているかを確認するため、それが分かる光熱費用の領収書やアパートの契約書など）
　④　口座振込を希望する場合は、その通帳
　⑤　印鑑 ( 認印）

お問い合わせ　福祉部福祉課社会福祉係☎ 945-5311（内線 121）

義援金の受付は 3 月 31 日までです
　※ 10 月 1 日〜 1 月 31 日の間、福祉部福祉課で受付した義援金

10 月 17 日 医療法人　愛和会 愛和祭チャリティー　バザー収益金 116,961

1 月 25 日 新中糖産業株式会社 義援金 200,000

　・これまでの義援金受付合計金額　　　　12,578,616円

30木 金

　西原町人材育成会では、町の発展に寄与する人材の育
成を目的として、町出身の優秀な学生・生徒で経済的理
由により修学困難な者に対して学資金を貸与するため、
平成２４年度貸費生を次のとおり募集します。なお、応
募書類等は町ホームページでダウンロードできるほか、
教育委員会内西原町人材育成会で準備してあります。

西原町防災フォーラムまち研フォーラム2012まち研フォーラム2012 西原町防災フォーラム西原町防災フォーラム西原町防災フォーラム

日

不動産の公売のお知らせ
　差押している不動産の公売を、下記の入札方法により行います。
　公売の入札には、原則としてどなたでも参加できます。手続きなど詳しくは「公売広報（税務課等に設置）」または「公
売公告（告示板）」をご覧ください。
　なお、滞納になっている税金の納付などにより、中止になる場合もありますので、参加される方は、入札当日ご確認の
うえお越しください。
１．日時：平成２４年３月６日（火）午後２時００分から午後２時１５分まで
※広報にしはら 2 月号で公売実施日を 3 月 12 日でご案内していましたが、諸事情により変更しています。
２．場所：西原町役場２階大会議室
３．公売対象不動産：水道用地（現況：雑種地）1 筆
　　公売財産の明細は「公売広報」または「公売公告」をご覧ください。

公売財産一覧表 （不動産は登記簿謄本による表示です。）
　売却区分
　番　　号

見積価額
財産種別 財　産　所　在　地 その他事項公売保証金

２３の１０
6,290,000　円 水道用地

（現況：雑種地）
国頭郡本部町字謝花シリナ原 362番
地積：1,486㎡　630,000　円

○　物件の確認・入札される前に現地の状況確認や登記簿の閲覧などにより、権利関係などを確認してください。現地の
　　下見の際は担当者に確認してください。差押財産は滞納者本人の所有物なので節度ある行為をお願いします。
○　入札当日に必要なものの詳細は「公売広報」をご覧ください。

お問い合わせ：総務部税務課　徴収・収納係　　☎ 945-4729
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事
や
修
繕
で
、
そ
の
内
容
が
軽
易
な

も
の
（
予
定
価
格
が
1
3
0
万
円

以
下
の
も
の
）
に
つ
い
て
、
契
約
を

希
望
す
る
方
を
登
録
し
、
町
内
業
者

の
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
3
月
15
日
（
木
）
～

29
日
（
木
）
9
時
～
12
時
・
13
時
～

16
時
（
土
日･

祝
日
は
除
く
）

【
受
付
場
所
・
問
合
せ
】
建
設
部
土

木
課
庶
務
係
☎
9
4
5

・

4
4
1
5

（
担
当
：
石
嶺
）

※
提
出
要
領
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
期
間
後
半
は
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第

11
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
期
間
、

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

【
縦
覧
期
間
】
2
月
23
日
（
木
）
～

3
月
8
日
（
木
）
15
日
間

【
縦
覧
場
所
】
町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
総
務
部
総
務
課
内
）

【
問
合
せ
】
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
9
4
5

・

5
0
1
1

　

中
小
企
業
者
の
み
な
さ
ん
が
他
社

と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
下
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

【
組
合
設
立
の
メ
リ
ッ
ト
】

１
．
取
引
条
件
の
改
善
、
販
売
促
進
、

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
年
金
を

受
け
る
ご
遺
族
が
亡
く
な
る
な
ど
し

た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年
4
月
1

日
時
点
で
年
金
給
付
の
受
給
権
者
が

い
な
い
場
合
に
、
戦
没
者
の
死
亡
当

時
の
ご
遺
族
で
最
も
先
順
位
の
ご
遺

族
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

【
支
給
内
容
】
額
面
24
万
円
、
6
年

償
還
の
記
名
国
債

【
請
求
期
間
】
平
成
24
年
4
月
2
日

ま
で

【
問
合
せ
】
福
祉
部
福
祉
課
援
護
係

☎
9
4
5

・

5
3
1
1

　

｢

交
通
災
害
共
済
」
と
は
加
入
者

相
互
の
助
け
合
い
を
合
言
葉
に
、
わ

ず
か
な
掛
金
を
支
払
う
こ
と
で
万
が

一
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
見
舞

金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
交
通

戦
争
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
ほ
ど

交
通
事
故
が
多
発
し
、
い
つ
ど
こ
で

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
今
日
、
ぜ
ひ
ご
家
族
み
な
さ
ん
で

　

17
ペ
ー
ジ
の
左
枠
で
ご
案
内
し
て

い
る｢

町
内
相
談
機
関｣

の
開
催
に

つ
い
て
、
3
月
は
一
部
で
日
程
の
変

更
が
あ
り
ま
す
。
今
月
に
限
り
、
次

の
日
程
で
の
開
催
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
窓
口
相
談
】
3
月
13
日
（
火
）、
3

月
27
日
（
火
）
10
時
～
16
時

【
法
律
相
談
】
3
月
27
日
（
火
）
14

時
～
17
時　

※
要
事
前
予
約

【
採
用
要
件
】
西
原
町
に
住
所
を
有

し
、
児
童
福
祉
司
任
用
資
格
要
件
所

持
者
も
し
く
は
児
童
福
祉
に
関
す
る

経
験
及
び
知
識
を
有
す
る
者
。

【
提
出
書
類
】
自
筆
履
歴
書
1
通
（
写

真
貼
付
）、
に
児
童
福
祉
司
任
用
資

格
要
件
を
満
た
す
書
類
（
卒
業
証
明

書
、
成
績
証
明
書
等
）
を
付
け
て
提

出
。

【
提
出
先
・
問
合
せ
】総
務
部
総
務
課

☎
9
4
5

・

5
0
1
1

「
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
巡
回
相
談
3
月
9
日
（
金
）
　

町
役
場
で
開
催
〈
問
い
合
わ
せ
：
建
設
部
産
業
課 

☎
9
4
5
・
4
5
4
0
〉

事 務 所 移 転 し ま し た !
借金問題、相続、遺言、後見人等お気軽にご相談ください。（予約制）
（借金問題は初回相談無料です。）

与那原町字東浜 23番地 2　℡ 882－8177　　 0120－36－7930　営業時間 平日AM9：00～PM6：00　フリー
ダイヤル

代表司法書士　喜 屋 武　  力

完全個室の相談ブース完備。
秘密厳守でゆったりとした

相談ができます! きゃん事務所

～
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

方
や
、
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

を
お
持
ち
で
な
い
方
へ
～

　

｢

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド｣

は
、
運
転
免
許
証
と
同
等
に
公

的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
ご
利
用
で

き
ま
す
。
行
政
窓
口
で
の
本
人
確
認

や
銀
行
等
で
の
本
人
確
認
書
類
と
し

て
使
用
で
き
る
た
め
、
大
変
便
利
で

す
。
詳
し
く
は
、
総
務
部
町
民
生
活

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
総
務
部
町
民
生
活
課

☎
9
4
5

・

5
0
1
2

　

西
原
町
手
話
通
訳
者
等
派
遣
事
業

の
手
話
奉
仕
員
と
し
て
登
録
す
る
こ

と
を
目
的
に
、活
動
す
る
に
必
要
な
知

識
及
び
技
能
を
審
査
す
る
た
め
、
筆

記
及
び
実
技
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

１　

手
話
奉
仕
員
養
成
課
程
修
了
者

２　

手
話
奉
仕
員
養
成
課
程
修
了
者

　

と
同
等
の
知
識
及
び
技
術
を
有
す

　

る
者

３　

登
録
時
に
満
20
歳
に
達
し
て
い

　

る
者

【
試
験
日
】
3
月
15
日
（
木
）
14
時

～
16
時

【
申
込
締
切
】
3
月
9
日
（
金
）

【
合
否
発
表
】
3
月
末
日
。
郵
送
で

発
表
。

【
試
験
内
容
】筆
記
試
験
・
実
技
試
験

（
読
取
）
テ
レ
ビ
画
面
に
提
示
さ
れ

る
手
話
を
日
本
語
に
訳
出

（
表
現
）
日
本
語
の
音
声
を
手
話
に

訳
出

【
試
験
会
場
】
西
原
町
社
会
福
祉
協

議
会
研
修
室

【
提
出
書
類
】
登
録
申
請
書
（
登
録

申
請
書
は
福
祉
部
介
護
支
援
課
に
あ

り
ま
す
。）

【
申
込
先
】
福
祉
部
介
護
支
援
課
障

害
支
援
係
☎
9
4
5

・

5
0
1
3

　

西
原
町
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工

　

資
金
調
達
の
円
滑
化
、
情
報
・
技

　

術
・
人
材
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等

　

の
充
実
、
生
産
性
の
向
上
等
に
よ

　

り
経
営
の
近
代
化
・
合
理
化
を
図

　

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
．
沖
縄
県
で
は
中
小
企
業
組
合
の

　

た
め
の
県
単
融
資
制
度
（
組
織
強

　

化
育
成
資
金
）
を
設
け
て
お
り
、

　

低
利
で
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
る
。

３
．
中
小
企
業
の
個
々
の
意
見
や
要

　

望
事
項
を
組
合
で
ま
と
め
る
こ
と

　

に
よ
り
、
国
等
の
施
策
に
反
映
さ

　

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

　

組
合
を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
中
小

　

企
業
施
策
を
利
用
す
る
こ
と
が
可

　

能
に
な
る
。

　

組
合
を
設
立
し
た
い
と
考
え
て
い

る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】
沖
縄
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
（
那
覇
市
小
禄
1
8
3
1

番
地
1
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

6
0
5
）

☎
0
9
8

・

8
5
9

・

6
1
2
0

　

｢

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者｣

の
み

な
さ
ま
に
対
し
て
、
特
別
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

【
請
求
の
受
付
期
限
】
3
月
31
日
（
消

印
有
効
）

【
請
求
資
格
】
平
成
22
年
6
月
16
日
に

存
命
で
、日
本
国
籍
を
有
す
る
方
（
同

日
に
な
く
な
っ
た
方
は
相
続
人
）。

【
問
合
せ
】
独
立
行
政
法
人
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金

☎
0
5
7
0

・

0
5
9

・

2
0
4
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）（
IP
電
話
、
P
H
S
か

ら
は
0
3

・

5
8
6
0

・

2
7
4
8
）

9
時
～
18
時
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

平
成
17
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
21

年
3
月
31
日
の
間
で
、
戦
没
者
（
昭

和
6
年
9
月
18
日
以
後
の
公
務
又
は

勤
務
関
連
傷
病
に
よ
り
死
亡
し
た
軍

人
、
軍
属
、
準
軍
属
）
に
か
か
る
公

｢

町
内
相
談
機
関｣
の
3
月

の
日
程
に
つ
い
て

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

【
共
済
掛
金
】
１
年
間
ご
と
に
加
入

者
1
人
に
つ
き　

5
0
0
円

【
申
込
受
付
期
間
】
3
月
１
日
（
木
）

～
3
月
30
日
（
金
）
※
4
月
2
日
以

降
も
随
時
受
付

【
共
済
期
間
】
平
成
24
年
4
月
1
日

～
平
成
25
年
3
月
31
日

　

た
だ
し
、4
月
2
日
以
降
に
加
入
さ

れ
る
方
は
、加
入
申
込
を
受
理
し
た
日

の
翌
日
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
。

【
申
込･

問
合
せ
】
総
務
部
総
務
課

☎
9
4
5

・5
0
1
1（
内
線
1
1
5
）

申
込
書
（
広
報
紙
と
一
緒
に
配
布
）

に
掛
金
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。 農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

平
成
24･

25
年
度
小
規
模
工

事
等
契
約
希
望
者
登
録
申
請

受
付
に
つ
い
て

家
庭
相
談
業
務
嘱
託
員
の

募
集

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
つ
い
て

西
原
町
手
話
通
訳
者
等
派
遣

事
業
登
録
試
験
実
施
要
項

中
小
企
業
組
合
を
設
立
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の

み
な
さ
ま
へ

【
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
】

第
9
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

に
つ
い
て

沖
縄
県
町
村
交
通
災
害
共
済

組
合
へ
の
加
入
に
つ
い
て
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生涯学習課
中央公民館
町民体育館
坂田児童館
西原児童館
西原東児童館

℡.098-945-5036
℡.098-945-3657 
℡.098-945-8095
℡.098-944-6308 
℡.098-945-4393 
℡.098-944-0976

事　　　　業 日　　　　時 備　　　　考

①　手作り会  ８日（ 木 ）　15：30 〜 16：30 要申込　詳しくは児童館まで。
②　キンボール大会 14 日（ 水 ）　15：30 〜 16：30 詳しくは児童館まで。
③　チャレンジ会 19 日（ 月 ）　15：30 〜 16：30 詳しくは児童館まで。
④　ドッヂボール大会（低学年） 10 日（ 土 ）　14：00 〜 16：00 要申込　詳しくは児童館まで。
⑤　わはは（クリーン活動＆カレー会） 17 日（ 土 ）　10：00 〜 12：00       〃
⑥　卓球大会（高学年） 28 日（ 水 ）　14：00 〜 16：00       〃
⑦　マミーキッズ 毎 週 （ 金 ）　10：30 〜 11：30 対象：乳幼児の親子　ママ友さんとゆんたくしよう。

⑧　トランポリン  ９日（ 金 ）　15：30 〜 16：30 ズボンを履いてきてね。
⑨　地域クリーン作戦 24 日（ 土 ）　14：00 〜 16：00 みんなで地域をキレイにしよう。

※下記事業のお問い合せは、①～③は坂田児童館、④～⑥は西原児童館、⑦～⑨は西原東児童館へ。

　１月22日に町立図書館で、親子読み聞かせワークシ

ョップ「親と子の昔あそびうた」を開催しました。

　参加した親子約40名は、講師の宮城葉子先生からう

ちなーぐちによる昔ばなし・お手玉・鞠等を習って楽

しみました。

　町民１人１人が生涯学習の場として公民館に足を運び、地

域づくりに貢献することを目的に、公民館まつりを開催しま

した。 

　日ごろから中央公民館で活動する39のサークルが展示の部

・舞台の部に分かれて発表しました。見に来た会場の人たち

もカチャーシー・手話・指笛・チェアービックの基本を学ん

で参加し、次回に大きな余韻を残し終了しました。 　

　各サークルの積極性・自主性を引き出し伸ばしていくため

に、企画や運営等をサークル会員と公民館職員が協力して成

功を収めることができました。

　公民館まつりに参加してくださったみなさん、ありがとう

ございました。

　毎年好評の、前教育長の垣花武信氏による

「琉歌碑巡り」が今年も開催されます。

　今回はユネスコの世界無形文化遺産に登録さ

れた「組踊」にまつわる場所をまわります。

　みなさん是非ご参加ください。

日　　時：平成24年3月25日（日）

　　　　　午前8時30分（西原町中央公民館、集合）

コ ー ス：組踊関連コース

講　　師：垣花武信（前教育長）

募　　集：町内一般

人　　数：25名（定員を超えた場合は抽選）

申　　込：３月１日（木）〜16日（金）

連 絡 先：教育部生涯学習課（文化財係TEL945-5036）

今回は組踊関連ですよ〜！

　１月22日に町民パークゴルフ場で、９１名が参
加し開催されました。
　成績は次のとおりです。

要事前申込

第89号

三
月
休
館
日

March  3月

http://library.town.nishihara.okinawa.jp/
Eメール　library@town.nishihara.okinawa.jp

定
期
行
事
の

　
　

お
知
ら
せ

紙芝居（毎月第１、第３土曜日）

おはなし会（毎月第２、第４日曜日）

上映会（毎月第３日曜日）

日時：3月3日、17日　午前10時30分

場所：おはなしのへや

日時：3月11日、25日　午後3時

場所：おはなしのへや

日時：2月19日　午前11時　場所：2階　集会室

上映作品：「NHKこどもにんぎょう劇場」うらしまたろう/おむすびころり/びんぼう神とふくの神

　早いものであっという間に3月になりま
したね。この時期は卒業の季節でもあり、
進級・進学、就職への準備期間でもあります。
　私たち図書館職員も次年度へ向けて、色
々な企画を考えているところです。
　みなさんがどういう企画で喜んでいた
だけるのか、いつも心掛けているのです
が、やはり年度が変わるとなると気持ち
も違ってくるものです。
　平成23年度もあとわずか。みなさんが気
持ちよく利用できるよう日々精進します。ダイ　　モクヨウビ

【15日】館内整理日（第３木曜日）
ニチ カンナイセイリビ

西原町民文化講座西原町民文化講座
　今月は連続講座となっています。２回ともぜひご参加ください。

 ３月3日（土）・11日（日） 
 14時～16時 　　   平良勝保(たいら かつやす ・ 琉球歴史研究家）    

※事前申込はありません。当日会場で受付します。受講料は無料です。

「東日本大震災写真展」
日　時：３月２５日（日）10時、11時、12時、
　　　 13時、14時、15時（上映時間30分）
場　所：図書館　２階集会室
問合先：琉球新報社　TEL:098-865-5015
入場料：無料
共　催：西原町立図書館
※前回も好評だった３Dシアターがまたま 
　た図書館にやってきます！今回はなん
　と６回も上映します。前回見られなかっ
　た方、この機会に是非ご覧ください。

琉球新報プレゼンツ　

    ３Dシアターin西原町琉球新報プレゼンツ　

    ３Dシアターin西原町

3/3　琉球・沖縄の国際関係と近代の民衆世界－西原間切を中心に－
3/10 島嶼町村制の施行後の農村経済と政争－西原村を中心に－

～３．１１　この日を忘れない～
期　間：３月７日（水）～３月２７日（火）
※地震・津波、その日の出来事を中心に
　資料を展示、貸出する予定です。
　　また、エントランスホールでは、実
　際に仙台で被災された方の写真展を
　３月１４日から２５日まで開催しま
　す。被災直後の写真や復興に向かっ
　ていく様子の写真などが展示される
　予定です。是非ご覧ください。


